
「避難者カード」をつくっておきましょう！ 

■これは大きな災害時に設置される「避難所」を利用する時に役立つカードです！■ 

津波など急いで逃げる時に行く「避難場所」には必要ありません！ 

※避難所を利用するのは地震や津波がおさまった後なので、あわてずに持ち物をチェックして

このカードを一緒に持っていくと便利です。 これに代わるものでもよいです!!! 

《記入のしかた》 

  ※１ 世帯に１枚（５名分）をお配りしていますので、点線部分で切り離してお使いください。 

  ※２ 高齢者やご自分で記入できない方は代筆をお願いして下さい。 

  ※３ 「避難所」と「緊急避難場所」を間違えない！でください。 

  ※４ 避難所の「地区割り振り」はこの限りではありません。都合に合わせて変更ください。 

  ※５ 電話番号はできるだけ携帯電話の番号が望ましいです。ご本人の安否確認のため連絡す

る場合があります。 

  ※６ 緊急連絡先は、あなたが連絡をとる（または連絡を取りたい場合）の覚え書きです。 

  ※７ 留意事項※は避難所内の生活で運営側に留意してほしい事項を簡潔にお書き下さい。 

例：年齢、トイレ介護が必要、ペット連れ、自立歩行が困難 など 

  ※８ 台風・集中豪雨による大雨の場合は「渭北コミュニティセンター」となる予定です。 

      テレビやラジオまたは災害対策本部ＨＰで開設される事を確認してから！ 

  ※９ 広域避難所は広範囲の延焼が考えられる場合に設定されています。 

      徳島大学常三島運動場 か 徳島中央公園 からお選び下さい。 

 

  
 

《このカードの使い方》 カードはコピーしたり、同様のものでも大丈夫！！ 

  

必要事項記入 

（コピー可） 

持出しバッグに入れる 

（財布やカード入れ等） 

避難所で提示 

または提出 

入所手続きが 

スムーズ 

必須 

必 須 

必 須 

必 須 

必 須 

必 須 

必 須 

必 須 

年齢はここに！ 



《参 考》 

「避難所
ひなんじょ

」とは： 

大規模の地震や津波がおさまった後で、自宅が損壊して住めなく

なった人達のために開設されるものです。長期的に住まいとする事

を前提として設営・運営されるもので、行政からの支援や情報が集

まる場所でもありますので、みなさん全員がどこの避難所を利用するのかを事前に決めてお

きましょう。 

注１：避難所では入所者全員の名簿を作らなければいけません。 

注２：渭北自主防災連絡協議会では過去の訓練の結果から避難所

への入所時に大混雑が生じることの解決策として事前にカー

ドを準備しておくことにしました。 

注３：また、台風などによる大雨や集中豪雨の時に開設される場合は「渭北コミュニテ

ィセンター」が避難所となります。ただし確認が必要（市災害対策本部）！！！ 

 

 

渭北に開設される「避難所」と利用する方々の「地区割り案」 

避難所により収容人数が異なりますので、偏りや重なり、それから三密を防ぐためにも次

の地区割り案による入所にご協力ください。 

避 難 所 収容人数 利用できる町名（あくまでも目安） 

渭北コミセン 

（全館） 

 

徳島県文学書道館 

１６６名 

北前川町２～３丁目、下助任町３丁目 

中吉野町３丁目（県道３９号線南側）、４丁目 

吉野本町４～５丁目 

文学書道館は収蔵品がありますので３次的に使用 

徳島中学校 

（体育館等） 
６４９名 

中前川町２～５丁目、北前川町４～５丁目 

吉野本町１～３丁目、下助任町４～５丁目 

助任小学校 

（体育館等） 
３９８名 

北前川町１丁目、助任本町２～４丁目、 

下助任町１～２丁目、中前川町２丁目、 

助任橋２～３丁目 

鳴教育大附属中学校 

（体育館等） 
２９７名 

東吉野町１～２丁目（バイパス西側）、 

助任本町５～７丁目、中吉野町１～３丁目（県道北）、 

上吉野町１～３丁目、吉野本町６丁目、 

上助任町 三本松・天神・大坪・蛭子 

鳴教育大附属小学校

（体育館等） 
３０２名 

南前川町１～２丁目、中前川町１丁目、 

助任本町１丁目、助任橋１丁目 

徳島大学常三島 

体育館（全館） 
９２７名 

北常三島町１～３丁目、中常三島町１～３丁目、 

南常三島町１～３丁目、東吉野町３丁目 

入所手続きが 

スムーズ 



 


